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『
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
花
り
ん
ご
』

身
近
な
地
域
で
療
育
支
援
を

　
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
　
葛
西
　
伸
也
　

集
団
活
動
を
行

い
、
お
子
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の

特
徴
や
成
長
段

階
に
応
じ
た
個

別
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
て
療

育
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

療
育
支
援
を
始
め
て
か
ら
ま
だ
４
ヶ

月
で
す
が
、
個
別
学
習
や
集
団
活
動
な

ど
の
経
験
を
積
み
上
げ
、ご
家
族
や
保

育
園
の
先
生
方
よ
り
「
自
宅
で
も
発
語

が
増
え
て
き
た
」「
集
団
活
動
時
に
は

集
中
し
て
取
り
組
む
時
間
が
増
え
た
」

な
ど
嬉
し
い
お
話
を
聞
く
事
が
増
え
て

き
ま
し
た
。

　

『
花
り
ん
ご
』
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

個
別
学
習
や
集
団
活
動
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
経
験
を
積
み
上
げ
、
お
子
さ
ん
た

ち
の
「
で
き
た
！
」
を
大
切
に
し
、

ご
家
族
と
一
緒
に
お
子
さ
ん
た
ち
の
成

長
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

身
近
な
地
域
の
中
で
、
身
体
に
重
度

の
障
が
い
を
持
つ
お
子
さ
ん
や
発
達
の

支
援
が
必
要
な
お
子
さ
ん
た
ち
が
利
用

で
き
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
し
て
か

ら
４
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

４
月
開
設
当
初
か
ら
黒
石
市
を
中
心

に
平
川
市
や
藤
崎
町
、
青
森
市
（
浪
岡

地
区
）
な
ど
近
隣
市
町
村
か
ら
利
用
の

お
問
い
合
わ
せ
を
頂
き
、
６
月
現
在
、

２
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
毎

日
元
気
に
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で

は
保
育
士
と
１

対
１
で
の
個
別

学
習
や
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
・
マ
ッ

ト
で
の
運
動
、
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム

総
括
主
任
　
大
里
め
ぐ
み

　

平
成
29
年
７
月
４
日
、『
平
成
29
年
度

ひ
ろ
さ
き
認
知
症
あ
ん
し
ん
生
活
実
践

塾
』（
以
下
あ
ん
し
ん
塾
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
弘
前
市
の
事
業
で
あ
る
『
あ
ん

し
ん
塾
』
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
行
わ

れ
、
月
１
回
／
全
６
回
行
程
に
な
り
ま
す
。

（
第
１
期
か
ら
弘
前
市
よ
り
講
師
承
る
）

　

対
象
は
、
介
護
中
の
ご
家
族
や
職
員
で

あ
り
、
内
容
は
、
認
知
症
の
方
の
【
体
調

を
整
え
る
ケ
ア
】
と
【
平
穏
な
心
理
を
保

つ
ケ
ア
】
を
学
び
、
ま
た
宿
題
を
通
し
て

実
践
し
、
認
知
症
状
消
失
・
発
症
の
予
防

を
目
指
し
ま
す
。
初
回
と
４
回
目
に
は

『
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
』
竹
内
孝

仁
教
授
に
よ
る
、
認
知
症
ケ
ア
理
論
と
全

国
の
「
あ
ん
し
ん
塾
」
の
事
例
や
成
果
の

お
話
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
に
つ
い
て
、
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
ご
本
人
・
ご
家
族
さ
ま

が
、
前
向
き
に
一
歩
す
す
め
る
よ
う
に
、
認

知
症
の
症
状
の
改
善
に
向

け
て
一
緒
に
考
え
て
学
ん

で
い
く
、
そ
れ
が
「
あ
ん

し
ん
塾
」
で
す
。

　

次
の
「
あ
ん
し
ん
塾
」

は
、
広
報
ひ
ろ
さ
き
で
の

ご
案
内
と
な
り
ま
す
。

旭
光
園
グ
ル
ー
プ
　
次
長
　
澤
田
　
昌
宏

　

障
害
者
支
援
施
設
『
旭
光
園
』
の
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
で
は
、
平
川
市
指
定
ご
み

袋
製
造
管
理
配
送
業
務
を
開
始
し
ま
し

た
。

　
「
国
等
に
よ
る
障
害
者
就
労
施
設
等
か

ら
の
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る

法
律
（
障
害
者
優
先
調
達
法
）」
が
4
年

前
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
法
律
で
は
、

国
等
の
公
機
関
が
、
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

調
達
す
る
際
、
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら

優
先
的
・
積
極
的
に
購
入
す
る
こ
と
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
平
川
市
が

こ
の
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
を
推
進
す

る
一
環
と
し
て
、『
旭
光
園
』
か
ら
の
調

達
可
能
な
物
品
で
あ
る
ご
み
袋
に
ご
理
解

を
頂
き
、
平
成
29
年
5
月
1
日
、
平
川
市

と
社
会
福
祉
法
人
七
峰
会
と
の
間
で
契
約

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
さ
ん
、
職

員
に
と
っ
て
は
、
地

元
平
川
市
の
ご
み
袋

を
私
た
ち
が
製
造
す

る
こ
と
は
、
障
害
者

優
先
調
達
推
進
法
が

施
行
さ
れ
て
か
ら
の

悲
願
で
あ
り
ま
し

た
。
今
回
の
契
約
で
は
、
平
川
市
全
域
で

の
使
用
量
一
年
分
の
製
造
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
利
用
さ
れ
る
方
々
が
、
安
定
し
た

作
業
量
を
確
保
で
き
る
事
に
加
え
、
工
賃

ア
ッ
プ
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

製
造
初
日
、
機
械
調
整
や
工
程
の
確
認

な
ど
少
し
緊
張
し
た
雰
囲
気
と
な
り
ま
し

た
が
、
無
事
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

平
川
市
指
定
ご
み
袋
の
製
造
受
託
者
と

し
て
、
真
心
の
こ

も
っ
た
製
品
を
市

民
の
皆
様
に
お
届

け
で
き
る
よ
う
、

利
用
者
さ
ん
、
職

員
が
一
丸
と
な
り

取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。『

エ
イ
ブ
ル
』
管
理
者
　
藤
森
　
健
吾

　

８
月
４
日
（
金
）、
晴
天
の
下
『
エ
イ

ブ
ル
ふ
ぁ
ー
む
』
の
大
収
穫
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
５
団

体
、
高
齢
者
施
設
２
団
体
、
一
般
参
加
の

方
な
ど
、
併
せ
て
57
名
の
た
く
さ
ん
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
収
穫
を
体
験
さ
れ
た
お
子
さ
ん

た
ち
の
驚
き
や
喜
び
の
声
、
経
験
値
を
活

か
し
て
テ
キ
パ
キ
と
収
穫
さ
れ
る
ご
年
配

の
方
々
の
活
き
活
き
と
し
た
表
情
、
引
率

さ
れ
た
職
員
の
方
々
の
笑
顔
が
飛
び
交
う

会
と
な
り
ま
し
た
。
収
穫
し
た
も
の
は

『
エ
イ
ブ
ル
』
利
用
者
の
方
々
が
袋
詰
め
し

て
お
土
産
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
持
ち
帰

る
時
の
笑
顔
や
達
成
感
を
う
か
が
え
る
表

情
と
『
エ
イ
ブ
ル
』
利
用
者
の
方
々
の
ど

こ
か
誇
ら
し
げ
な
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
収
穫
祭
は
、
国
が
推
し
進
め
て
い

る
「
地
域
共
生
社
会
」
や
地
域
交
流
・
地

域
貢
献
の
具
現
化
に
繋
が
る
機
会
と
な
り
、

私
た
ち
『
エ
イ
ブ
ル
』
の
利
用
者
の
方
々

の
活
躍
の
機
会
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
収
穫
祭
を
通
し
て
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
た
り
、
私
た
ち
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
と
共
に
、
も
っ
と
も
っ

と
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
も
企

画
い
た
し
ま
す
。

ひ
ろ
さ
き
認
知
症

 

あ
ん
し
ん
生
活
実
践
塾

待
望
の
平
川
市
指
定
ご
み
袋
の

�

製
造
が
始
ま
り
ま
し
た

『
エ
イ
ブ
ル
ふ
ぁ
ー
む
大
収
穫
祭
！
』
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日
々
努
力

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム

介
護
職
員
　
笹
　
秋
帆

　

平
成
29
年
４
月
に
採
用
さ
れ
『
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
』

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
介
護
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
祖
父
が
在
宅
介
護

に
な
っ
た
時
に
近
く
で
、
生
活
の
手
伝
い

を
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

当
時
は
他
県
の
大
学
に
通
っ
て
い
て
、
家

族
も
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
で
家
に
い
る
こ
と

が
難
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
介
護
の
ほ

と
ん
ど
は
祖
母
で
し
た
。
私
が
帰
省
し
た

時
に
祖
母
の
疲
れ
て
い
る
姿
を
見
た
時
、

祖
母
の
心
身
の
支
え
に
な
り
た
い
と
強
く

思
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
地
域
の
た
め
の

仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
事
も
あ

り
、
地
元
に
戻
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

休
日
は
、
買
い
物
や
旬
の
山
菜
を
採
り
に

行
っ
た
り
、
祖
母
と
の
時
間
を
多
く
持
つ

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
仕
事
の
中
で
は
、
利
用
者
さ
ん

や
職
員
か
ら
「
頑
張
っ
て
る
ね
」
や
「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
が
け
を
い
た
だ
く
事

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
と
て
も
嬉
し
い

言
葉
で
す
。
自
分
の
事
を
し
っ
か
り
と
見

て
く
れ
て
い
る
人
が
沢
山
い
る
事
に
気
が

付
き
ま
す
。
ま
た
様
々
な
人
か
ら
支
え
ら

れ
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

今
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
受
講
中

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
生
か
し
、

先
々
は
介
護
福
祉
士
の
資
格
が
取
れ
る
よ

う
、
日
々
努
力
を
忘
れ
ず
励
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

　

平
成
29
年
６
月
23
日
（
金
）『
弘
前
文

化
セ
ン
タ
ー
』
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度

定
時
評
議
員
会
（
第
78
回
評
議
員
会
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
時
評
議
員
会

と
は
、
決
算
の
承
認
な
ど
を
主
な
議
題
と

し
て
毎
年
６
月
頃
に
開
催
さ
れ
る
評
議
員

会
の
名
称
で
す
。

　

尚
、
社
会
福
祉
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

評
議
員
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
大
き
く

変
化
し
、
従
来
の
諮
問
機
関
で
は
な
く
、

定
款
変
更
な
ど
の
基
本
ル
ー
ル
決
定
の
ほ

か
、
役
員
（
理
事
及
び
監
事
）
の
選
任
・

解
任
や
決
算
の
承
認

な
ど
事
後
的
に
法
人

運
営
を
確
認
す
る
最

高
議
決
機
関
と
し
て

新
た
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
、
新
た
な
評

議
員
の
皆
様
に
よ
る
初
め
て
の
評
議
員
会

と
な
り
ま
し
た
が
、
真
剣
に
ご
討
議
い
た

だ
き
、
決
算
の
承
認
、
定
款
の
変
更
、
役

員
の
選
任
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
の
承
認

な
ど
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
滞
り
な
く
承

認
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

改
正
社
会
福
祉
法
施
行
に
よ
る

平
成
29
年
度
定
時
評
議
員
会

法
人
本
部
事
務
局
　
東
谷
　
康
生

　

平
成
29
年
６
月
23
日
（
金
）『
弘
前
文

化
セ
ン
タ
ー
』
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度

定
時
評
議
員
会
（
第
78
回
評
議
員
会
）
終

了
後
、
引
き
続
き
第
124
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
第
78
回

評
議
員
会
に
て
新
た
に
選
任
さ
れ
た
理
事

７
名
、
監
事
２
名
出
席
の
も
と
理
事
長
及

び
常
務
理
事
の
選
定
に
関
す
る
討
議
が
行

わ
れ
、
満
場
一
致
で
、
理
事
長
に
大
平
和

夫
理
事
、
常
務
理
事
に
高
橋
正
安
理
事
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
体
制
の
役
員
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

理
事
長
　
　
大
　
平
　
和
　
夫

常
務
理
事
　
　
高
　
橋
　
正
　
安

理
　
　
事
　
　
鳴
　
海
　
弘
　
憲

理
　
　
事
　
　
工
　
藤
　
伸
　
役

理
　
　
事
　
　
嶋
　
口
　
昭
　
男

理
　
　
事
　
　
髙
　
橋
　
文
　
雄

理
　
　
事
　
　
油
　
川
　
瑞
　
緒

監
　
　
事
　
　
原
　
田
　
明
　
悟

監
　
　
事
　
　
吉
　
川
　
良
　
大

第
124
回
理
事
会
報
告

法
人
本
部
事
務
局
　
東
谷
　
康
生

シ
リ
ー
ズ
「
か
だ
る
」

「
か
だ
る
」

祖母とすごすひととき
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総合支援事業総合支援事業 障 が い 者 支 援 事 業障 が い 者 支援事業 高齢者介護事業高齢者介護事業 居宅介護
支援事業
居宅介護
支援事業

主 に 知 的・精 神 主 に 身 体・精 神

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
３
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー 

☎
○
３
７
５
８

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ッ
プ
ル 

☎
○
２
７
７
８

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
い 

☎
○
２
０
１
３

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
か
ば 

☎
○
１
１
７
６

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば 

☎
○
１
１
６
５

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
３
１

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
・
保
育
園
ポ
ム 

☎
○
５
３
３
０

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
わ
か
ば
」 ☎
○
１
８
８
８

97979795979797 373732 26

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

サ
ン
ア
ッ
プ
ル

　
　居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
○
２
１
３
１

97

山
郷
館
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
○
０
２
５
０

96

青
森
県
指
定

津
軽
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
○
４
５
２
４

82

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
○
２
４
０
０

31

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
○
２
１
０
０

95

黒
石
市
委
託
事
業

山
郷
館
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し

山
郷
館
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス　
☎
○
５
０
１
８

88

　
☎
○
５
０
１
８

88

七
峰
会
総
合
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ビ
リ
ー
ブ　
☎
○
５
７
４
０

82

旭
光
園
相
談
支
援
事
業
所

　
☎
○
５
１
５
５

57

拓
光
園
グ
ル
ー
プ

拓
心
館
グ
ル
ー
プ

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
拓
心
館

津
軽
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き

自
立
訓
練
事
業
「
通
勤
寮
拓
心
館
」

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ぁ
と

エ
イ
ブ
ル

就
労
訓
練
施
設
「
勇
心
学
園
」

生
活
自
立
寮
「
コ
ー
ポ
ラ
ス
よ
ろ
こ
び
」

☎
○
４
５
２
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
７
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
８
０

☎
○
９
０
６
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
４
５
２
０

8282 37 82 82 82 82 82

障
害
者
支
援
施
設
旭
光
園

旭
光
園
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

福
祉
ホ
ー
ム
「
さ
わ
ら
」

旭
光
園
グ
ル
ー
プ

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

57 57 57

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館

山
郷
館
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

山
郷
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
弘
前

山
郷
館
児
童
・
障
害
者

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん

山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ

☎
○
２
２
１
１

☎
○
２
２
１
１

☎
○
７
３
０
０

☎
○
９
０
４
０

97 973337

山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
く
ろ
い
し

山
郷
館
く
ろ
い
し
（
短
期
入
所
）

福
祉
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
パ
レ
ッ
ト
」

山
郷
館
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒
石

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
ラ
イ
フ
」

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
花
り
ん
ご

☎
○
３
０
７
０

☎
○
３
０
７
０

☎
○
３
０
７
０

☎
○
５
０
１
８

☎
○
２
３
４
４

☎
○
９
３
４
５

5353535388 88

障
害
者
支
援
施
設
拓
光
園

拓
光
園
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー

拓
光
園
生
活
介
護
事
業
所
ま
い
せ
る
ふ

拓
光
園
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぱ
す
て
る

拓
光
園
日
中
一
時
支
援
事
業
所
ボ
ヌ
ー
ル

拓
光
園
共
同
生
活
援
助
事
業
所
ア
バ
ン
セ

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

96 96 96 96 96 96

各
施
設
グ
ル
ー
プ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

情
報
発
信
中
！　次号、「峰のひかり112号」は、

実りの秋に向け、「〇〇の秋！」
をテーマに盛りだくさんの情報を
提供していきます。こうご期待！

編集委員　原子みどり

※棚卸資産（6,071千円）/
短期前払費用（1,852千
円）を支払資金より除き、
1年以内返済予定借入金
（3,000千円）を支払資金
に加える。

注1．減価償却額の累計　3,278,943千円
注2．徴収不能引当金の額　0千円

資金収支計算書
自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

（単位：千円）

勘 定 科 目 金　額
事業活動収入 2,879,348
事業活動支出 2,181,577
事業活動資金収
支 差 額 697,771

施設整備等収入 56,965
施設整備等支出 486,939
施設整備等資金
収 支 差 額 △429,974

その他の活動収入 524,440
その他の活動支出 430,296
その他の活動資金
収 支 差 額 94,144

当期資金収支差額 361,941
前期末支払資金
残 高 2,419,199

当期末支払資金
残 高 2,781,140

事業活動計算書
自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

（単位：千円）

勘 定 科 目 金　額
サービス活動収益 2,878,787
サービス活動費用 2,320,861
サ ー ビス活動
増 減 差 額 557,926

サービス活動外収益 661
サービス活動外費用 132
サービス活動外
増 減 差 額 529

経 常 増減差額 558,455
特 別 収 益 86,227
特 別 費 用 33,422
特 別 増減差額 52,805
当期活動増減差額 611,260
前 期 繰越活動
増 減 差 額 3,885,031

基 本 金取崩額 0
当期末繰越活動
増 減 差 額 4,496,291

その他の積立金
取 崩 額 495,855

その他の積立金
積 立 額 399,301

次 期 繰越活動
増 減 差 額 4,592,845

貸借対照表
平成29年３月31日現在

（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部
勘定科目 金　額 勘定科目 金　額
流動資産 3,162,054 流 動 負 債 375,991
固 定 資産 4,979,411 固 定 負 債 0
（基本財産） 1,921,095 負債の部合計 375,991
その他の
固定資産 3,058,316 純 資 産 の 部

基 本 金 564,540
国庫補助金等
特 別 積 立 金 424,539

その他の積立金 2,183,550
次期繰越活動
増 減 差 額 4,592,845

（うち当期活動増減差額） 611,260
純資産の部合計 7,765,474

資産の部合計 8,141,465 負 債 の 部 及 び
純資産の部合計 8,141,465

社会福祉法人　七峰会　平成28年度　決算報告書
　こちらは、監事監査を受けたのち、理事会および評議員会において承認された決算報告書です。七峰会
法人本部事務所にて閲覧することができます。


